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原
　
薯
艸
　
　
武
部
1
一
由
騨
継
肝
二
於
ケ
ル
「
七
葛
犠
y
」
ノ
舌
運
動
二
及
ボ
ス
影
三
音
二
就
テ

麻
醇
昌
於
ヶ

膨
影
郷
晋
轟
酔
脚
テ

緒

言

川
「
ヒ
ョ
リ
ン
」
ノ
膓
蓮
動
二
及
ボ
ス

ー
　
二
属
バ
　
一

金
澤
馨
科
大
學
山
田
内
科
敷
室
（
主
任
山
田
敷
授
）

i
　
　
　
、
武
　
部
．
件
士口

　
「
ヒ
ョ
リ
ソ
」
ノ
腸
運
動
．
二
心
ボ
ス
作
用
二
就
テ
ハ
、
既
二
幾
多
先
賢
ノ
業
蹟
二
依
リ
テ
明
カ
ナ
ル
が
如
ク
、
其
ノ
生
餌
腸
管
タ
川
ト
摘

出
腸
管
タ
ル
㍗
ヲ
開
ハ
ズ
、
等
シ
ク
腸
運
動
エ
並
進
セ
シ
ム
ル
ニ
ァ
リ
。
余
ハ
本
誌
第
二
百
三
十
五
號
の
二
二
テ
、
「
ヒ
ョ
リ
ソ
」
ノ
普
逼

朕
態
二
丁
ケ
ル
生
騰
腸
管
二
瀬
ボ
ス
作
用
二
面
テ
些
力
研
究
セ
ル
所
ア
リ
。
而
シ
プ
腸
管
ノ
病
的
状
態
二
黒
ケ
ル
、
「
ヒ
ョ
リ
ン
」
ノ
作
用

二
就
タ
ハ
、
キ
ュ
ー
レ
ワ
イ
ン
⑭
ハ
、
「
ク
・
・
フ
ォ
ル
ム
」
深
麻
酔
状
態
二
於
テ
胃
腸
運
動
ノ
麻
痺
ヲ
來
ず
シ
メ
タ
〃
猫
二
丁
プ
、
「
ヒ
ヨ

リ
ン
」
ノ
静
豚
内
注
入
ヲ
試
ミ
プ
、
再
ビ
胃
…
腸
運
動
ヲ
惹
起
ゼ
シ
霜
野
タ
ル
ヲ
胃
管
シ
、
新
井
の
ハ
、
同
ジ
ク
猫
二
於
・
プ
着
旧
的
開
腹
術

後
二
於
ケ
ル
腸
管
麻
痺
、
及
ピ
ニ
％
沃
度
ル
ゴ
ー
ル
溶
液
ヲ
腹
腔
内
二
注
入
シ
ク
起
サ
シ
メ
タ
ル
實
法
的
腹
膜
炎
山
菅
〃
腸
管
麻
痺
二
封

シ
テ
、
「
ヒ
ヨ
リ
ン
」
ヲ
作
用
セ
シ
メ
テ
、
腸
管
廠
矩
ヲ
恢
復
セ
シ
メ
、
腸
運
動
ヲ
充
進
セ
シ
メ
タ
ル
ヲ
實
験
セ
リ
。
余
ハ
今
同
、
「
ク
ロ
・

フ
ォ
ル
ム
」
、
「
櫛
型
7
ル
」
及
「
ア
ミ
ー
ル
ニ
ト
リ
．
ト
」
ヲ
用
ヒ
プ
、
家
兎
ヲ
麻
酔
状
態
二
置
キ
、
中
櫃
士
爵
ノ
作
用
ヲ
消
失
セ
シ
メ
、
然

ル
後
「
と
ヨ
リ
ン
し
ノ
腸
運
動
二
及
ボ
ス
影
響
ヲ
観
察
セ
ン
ト
シ
次
ノ
研
究
二
解
義
セ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
實
瞼
方
法
及
材
料

實
験
方
法
ト
シ
テ
ハ
、
山
田
、
柿
沼
言
下
運
動
槍
査
法
ω
ヲ
用
ヒ
、
麻
酔
藥
ト
シ
テ
ハ
、
「
ク
ロ
・
フ
ォ
ル
ム
」
、
「
エ
ー
テ
ル
」
及
「
ア
ミ



（2T）

｝
ル
ニ
ト
リ
ッ
ト
L
ヲ
用
ヒ
タ
フ
。
而
シ
テ
完
全
麻
酔
二
陥
レ
〃
㍗
否
や
ノ
標
準
ト
シ
テ
、
同
時
二
曲
厘
ヲ
描
爲
セ
シ
メ
テ
其
ノ
目
的
ヲ
達

シ
タ
ン
。
實
験
材
料
ト
シ
テ
ハ
凡
テ
成
熟
家
兎
ヲ
用
ヒ
、
該
家
兎
ハ
使
用
二
重
ダ
チ
約
一
日
聞
絶
食
セ
シ
メ
タ
リ
。
「
ヒ
ヨ
リ
ン
」
オ
「
メ

戸
ク
製
純
盤
化
ヒ
ヨ
リ
ン
」
ヲ
水
溶
液
ト
シ
プ
使
用
シ
、
家
兎
耳
静
豚
内
注
入
二
依
レ
ソ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
實
　
瞼
成
　
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幽
～
「
エ
ー
プ
ル
」
麻
酔
時
二
於
ケ
〃
腸
管
二
野
ス
ル
「
ヒ
ョ
ソ
ン
」
ノ
作
用
。

h
エ
γ
テ
ル
L
吸
入
開
始
ト
三
二
家
兎
避
著
シ
ク
痙
攣
シ
、
同
時
三
血
歴
ノ
紙
墨
ナ
ル
上
昇
ヲ
認
ム
、
■
此
ノ
場
合
二
於
ケ
ル
土
昇
ハ
山
田

敷
授
⑰
ノ
研
究
二
依
リ
「
エ
ー
テ
ル
」
ノ
鼻
腔
内
三
叉
理
経
ノ
反
射
的
血
歴
上
昇
二
曹
ル
毛
ノ
ナ
リ
、
廠
醇
ノ
進
行
ト
共
駆
血
歴
ハ
漸
次
下

降
シ
麻
醇
ノ
完
全
ナ
ル
状
態
二
於
ナ
ハ
、
血
樫
ハ
略
一
定
シ
テ
軍
二
呼
吸
性
壷
皿
昇
降
ヲ
示
ス
安
静
状
態
ヲ
呈
ス
ル
閣
外
ル
。
而
シ
テ
腸

揺
動
ハ
「
エ
ー
ク
ル
」
吸
入
開
始
ト
共
二
家
兎
ノ
痙
攣
ノ
爲
一
時
緊
張
ノ
下
降
、
蠕
動
振
幅
ノ
縮
少
ラ
來
ス
、
而
シ
テ
麻
醇
ノ
進
行
ス
ル
ニ

從
ッ
プ
漸
次
緊
張
元
二
復
シ
振
幅
旧
型
ブ
テ
増
大
ス
、
之
レ
恐
ラ
ク
中
櫃
紳
経
作
用
ノ
消
失
二
依
リ
テ
來
ル
現
象
ト
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。

斯
ク
シ
テ
完
全
麻
酔
状
態
二
陥
レ
ル
時
二
於
プ
、
「
ヒ
ョ
リ
ン
」
ノ
注
入
ヲ
行
フ
ニ
家
兎
膿
重
一
妊
二
樹
シ
○
・
○
〇
馬
券
ニ
テ
注
入
直
後
緊

張
約
二
倍
二
上
昇
シ
、
同
時
二
振
幅
ノ
壇
大
饗
欝
血
壌
注
入
覆
急
激
上
下
降
シ
再
ビ
漸
騰
恐
姿
増
量
亨
7
家
轟
重
爵

上
封
シ
○
・
〇
一
琵
ノ
「
ヒ
ョ
リ
ン
」
ヲ
注
．
入
セ
ル
一
一
緊
張
パ
撒
倍
ノ
上
昇
ヲ
示
シ
振
幅
毛
俘
フ
テ
増
大
セ
リ
、
】
時
的
血
歴
下
降
モ
甚
シ
。

（
第
一
圖
）
而
シ
テ
此
ノ
緊
張
ノ
上
昇
振
幅
増
大
ハ
共
二
、
一
時
的
ニ
シ
タ
数
分
乃
至
ナ
数
勢
後
二
於
Z
堀
上
復
ス
ル
ヲ
見
ル
。
即
チ
「
エ

ー
テ
ル
」
麻
酔
時
二
於
ヶ
ル
「
ヒ
ョ
リ
ン
」
ノ
注
入
ハ
、
一
定
度
迄
腸
管
ノ
蠕
動
ヲ
充
進
セ
シ
ム
ル
毛
ノ
ニ
シ
プ
其
ノ
充
進
ノ
強
度
及
持
績

時
間
ハ
其
ノ
注
入
量
二
比
例
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　

一
、
「
ク
ロ
・
フ
ォ
ル
ム
」
麻
酔
時
二
於
ケ
ル
腸
管
二
樹
ス
ル
「
ヒ
ヨ
ソ
ン
」
ノ
作
用
。
，

　
「
ク
ロ
・
オ
フ
ル
ム
」
吸
入
當
初
二
於
ク
ハ
、
血
潮
ノ
上
昇
茎
シ
ク
且
ツ
家
兎
Z
痙
攣
歯
軸
ナ
ル
爲
二
巴
動
揺
甚
シ
。
而
シ
テ
此
ノ
血
座

　
　
　
　
原
著
　
　
武
部
1
1
麻
酵
二
於
ケ
ル
「
ヒ
目
曾
y
」
ノ
馬
脚
動
二
及
ボ
ス
影
響
二
就
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
1
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原
　
著

武
部
”
麻
酔
二
於
ケ
ゥ
「
h
ヨ
サ
ン
」
ノ
養
鯉
井
田
及
ボ
ス
影
響
剛
猛
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙
．
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
搬
勘
醐
留
日
。
。
O
O
㎎
・
や

函

一
二
八
一

　
　
　
　
　
　
　
重
薫
痔
　
　
　
孟
　
　
ず
、
ノ
～

　　

@　
@　

@
〆
　
　
づ
ジ
（
㍉
き
㌃
」
・
S
》
零
夏
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
f

　
　
　
　
　
　
　
ゼ
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
．
’
．
　
　
ξ
・
…
　
一
一
　
・
．
冨
逢
妻
薯
一
ド
鐸
垂
垂
毒
輝
薫
f
。
靴
r
∫
．
夢
廃
，
、
卍

　
　
　
　
　
　
　
書
・
嘆
酉
～
一
≒
誕
垂
翫
虹
　
窒
　
垂
．
亀
，
。
ッ
．
毒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
y
諏
～
　
　
　
　
　
　
　
　
’
謹

　
　
　
　
　
　
　
明
三
三
塁
一
苓
…
』
、
で
…
…
曇
ー
ー
」
ト
ー
　
一
．
　
　
’
…
1
】
曙
3
ー
ー
ー
≡
ヨ
＝
ヨ
雲
量
妻
ヨ
一
毒
言
＝
雪
ヨ
言
藝
二
一
ヨ
ミ
睾
一
薯
ー
ヨ
塁
・
琶
量
ヨ
暑
ヨ
裏
ヨ
・
コ
‘
脅
・
…
三
，
．
、
，
彗
ヨ
受
ヨ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
凍
ぱ
皿
晶
冥
一
・
◎
8
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
一
八
や
豫
》
男
憎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
濃
ロ
皿
‘
k
O
め
8
日

上
昇
ノ
理
由
モ
「
エ
ー
ナ
ル
」
ノ
場
合
二
於
ケ
ル
ト
同
様
…
ニ
シ
タ
・
田
田
敷
授
働
ノ
讃
明
セ
ラ
レ
シ
所
ナ
リ
。
麻
酔
ノ
進
行
二
野
フ
ナ
、
血
座

ハ
漸
次
下
降
シ
麻
酔
ノ
完
全
ナ
ル
状
態
二
極
プ
ハ
、
血
膣
ノ
動
揺
漸
ク
治
り
略
呼
吸
性
血
歴
昇
降
ヲ
示
ス
ニ
至
ル
。
　
一
方
腸
管
ハ
吸
入
當

初
二
於
タ
ハ
家
兎
ノ
痙
攣
ノ
爲
一
時
緊
張
下
降
シ
振
幅
毛
玉
フ
テ
縮
少
ス
、
麻
酔
ノ
完
全
歌
態
二
入
ル
ニ
從
ヒ
緊
張
漸
次
元
二
復
シ
、
振

幅
モ
壇
大
ス
。
此
時
二
於
プ
「
ヒ
ョ
リ
ン
」
ノ
注
入
ヲ
試
ミ
ル
ニ
、
家
兎
膿
重
一
肝
二
樹
シ
○
・
○
〇
特
薦
ニ
テ
注
入
直
後
緊
張
上
昇
シ
振
幅

ノ
増
大
セ
ル
ラ
認
ム
、
三
筆
ハ
一
時
急
激
昌
下
降
シ
直
チ
ニ
漸
騰
ス
、
次
二
増
量
シ
プ
○
・
〇
一
琵
二
身
テ
ハ
緊
張
ノ
上
昇
、
振
幅
ノ
増
大

更
三
著
シ
（
第
二
圖
）
。
即
チ
「
ク
ロ
・
フ
ォ
ル
ム
」
麻
酔
時
二
於
ク
「
ヒ
ョ
リ
ン
」
ヲ
注
入
ス
ル
時
ハ
常
二
腸
管
蓮
動
ノ
最
寄
ヲ
來
シ
、
其
ノ

強
度
及
持
績
時
間
ハ
略
注
入
量
一
二
致
ス
ル
ヲ
見
タ
フ
。

　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
「
ア
ミ
ー
ル
ニ
ト
リ
．
ト
」
麻
酔
時
二
於
ケ
ル
「
ヒ
ョ
リ
ン
」
ノ
腸
管
二
封
ス
〃
作
用
。

　
「
ア
ミ
ー
ル
ニ
ト
リ
・
ト
」
吸
入
間
際
シ
ク
へ
・
最
初
首
座
ノ
上
昇
ヲ
來
シ
且
ッ
血
膿
動
揺
著
シ
キ
毛
、
麻
酔
ノ
進
行
青
伴
ヒ
血
座
下
降

シ
略
一
定
セ
〃
安
静
歌
態
ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
〃
。
而
シ
ク
腸
管
ハ
吸
入
謡
初
二
心
’
7
ハ
家
兎
ノ
痙
攣
ノ
爲
、
　
一
時
緊
張
下
降
、
蠕
動
振
幅
減
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原
　
著
　
　
武
部
1
1
痂
醇
二
於
ケ
〃
「
b
ヨ
リ
ソ
」
ノ
腸
運
動
二
及
ボ
ス
影
響
二
選
テ

1
1

糠

㌧κ蝋㌧淋“刷幅．

　　　　貯

w　　　’■1「「T戸Ml刑鞠t1E’；’TITpm：trtT，Jr川甲…　　　　s　．1’

轡；L鰍曜、
二二窒こご：ご進

　
　
贈
m
少
ス
ル
モ
・
麻
酔
ノ

　
　
ヨ
㏄

　
桑
蟄
進
行
ト
共
二
漸
次
緊

　
　
1

　
　
　
　
張
、
振
幅
共
三
兀
二

議　
　
　
　
復
ス
、
此
時
二
於
テ
、

　
　
　
　
「
ヒ
ヨ
ソ
ン
」
ノ
注
入

　
　
　
　
ヲ
試
ミ
ル
ニ
、
鴨
重

　
　
　
　
一
礁
川
二
瓢
到
シ
、
○
・
○

　
　
ソ
　
〇
五
琵
ニ
テ
注
入
直

　
　
り
の

　
↑
脇
門
緊
張
ノ
上
昇
、
振

　
　
％
1

　
　
1
幅
ノ
増
大
ヲ
示
ス
、

　
　
　
　
血
座
ハ
一
時
僅
カ
ニ

　
　
　
　
上
昇
ヲ
示
ス
モ
直
チ

　
　
始
　
　
二
下
降
シ
著
憂
ナ
シ
。

　
　
開

　
　
駆
次
昌
「
ヒ
ヨ
リ
ン
」
ヲ

　
　
分
増
量
シ
テ
○
・
○
充

　
　
回

　
　
ニ
　
ニ
グ
ハ
緊
張
ノ
上
昇
、

　
　
ル

　
↑
↑
　
振
幅
ノ
増
大
更
二
著

　
　
ア

　
　
　
　
シ
キ
ヲ
見
ル
（
第
三

　
　
　
　
圖
）
。
」
即
チ
「
ア
ミ
ー

　
　
一
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